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解　　　　説

INSPEC文献検索の改訂とFAIRS力タログ機能

　　　　　＊　　　　　　　　　＊＿＿　　　　　＊　　　　　　　　＊
二村　祥一，鬼塚　千代子，局木　利久，松尾　文碩

1．はじめに

　本センターでは，昨年秋にFAIRS－1によってINSPEC－Cの文献検索サービスを始めた

［1］．目的は，利用者にFAIRSによる検索を体験していただくことと，センターで大量のデー

タを維持管理する際に生じる諸問題を洗い出すことにあった．INSPEC－Cを選んだのは，セン

ター利用者の最大公約数的な関心は▼計算機▼ということになるだろうと考えたためである．実際，

INSPEC－Cは各専門分野と▼計算機▼との共通部分の文献を多数収録しているので，計算機，制御

の専門家ばかりでなく，他の分野の研究者にもある程度役立つものと思われる．

　ともかく，試験的な意味で始めたINSPEC－Cの検索サービスであったが，1973年からの全デー

タが検索でき，しかもFAIRSの検索時間はM－200ではかなり短いこともあって予想以上に有用

であることがわかった．反面，INSPECデータベース構築上まずいところがあったこともわかって

きた．センターでは，INSPECデータベースを再構築することにし，再構築に当っては6月23日

に▼FAIRS／INSPEC懇談会▼を開き利用者のご意見を伺った．　FAIRS－1もその後レベルアッ

プがあり，検索利用者に関係した部分ではINCLUDEコマンドが追加され，利用者によるコマンド

列のカタログが容易になった．また，利用者からよく質問される機能については，この機会にまとめて

使用法を解説することにした．

　以下，2でINSPECの変更点を概説する．3では，変更点に使用法が変った部分と［1］で紹介

しなかったいくつかの使用法について，4ではカタログの使用法について解説する．

2　1NSPECの改訂点

今回，INSPEC－Cのデータベース再構築で変更した箇所は下記の4点である．

　1）Classification　codeなどあまり有用とも思われない10項目を削除した．

　2）Free－indexing　terms（項目名INDEX，別名1）をTEXT項目にしたので，この項目に

　　対する索引語による検索がTitle，Abstract同様便利になった．

　3）発行年を表わすYEARは左詰項目であったが右詰項目とした．これによってw1978年以降

　　の文献”といった検索条件が設定できるようになった．

　4）キーワードインバーテッドファイルを作るときに索引語としないことを判定するための不要語

　　ファイルを改善した．不要語の数を大きくすると必要な索引語がキーワードインバーテッドファ

　　イルから落ちてしまい．必要な文献が検索できなくなってしまう．現在のINSPEC－Cデータ

　　ベースくらいの大きさになると，マスターファイルサーチが事実上不可能であるからである．ま

　　た，逆に不要語の数を小さくするとインバーテッドファイルが大きくなり過ぎてしまうことにな

　　る．これまでは，冠詞，前置詞，代名詞，接続詞など453単語を不要語ファイルに入れていた

　　が，この選択は適切でなく，必要な索引語が落ちており，また不必要に索引語の数が大きかった．

＊九州大学大型計算機センター研究開発部
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改版に当って，INSPECのTitle，Abstract，Subject　headings，Free－indexing　terms

中に出てくる単語の出現頻度を調査し，その結果に基づいて不要語を選択した．

　1－3については，付録2にまとめている．なお，INSPEC－Cデータ再構築に当り，デー

タペース名，サプファイル名を下記のように変更した．SELECTコマンド投入時にはご注意い

たアごきたい．

データベース名， サブファイル名
INSPEC－Cデータ収容年度

旧 新

INSPECIC INSPECC 1973～1980
INSIC73 INSC73 1973
INSIC74 INSC74 1974
INSIC75 INSC75 1975
INSIC76 INSC76 1976
INSIC77 INSC77 1977
INSIC78 INSC78 1978
INSIC79 INSC79 1979

INSC80 1980

3　1NSPEC検索法の変更と2，3の使用法の補足

　今回のINSPECデータベースの改訂により検索コマンドの使用法が少し変更になった．以後は主

に変更部分について説明を行うので，それ以外の部分については文献［1コを見ていただきたい．

　検索結果の出力のためのコマンドとして，基本コマンドのOUTPUT以外にDISPMIN，DISPA

LLを追加した．　OUTI）UTコマンドでは，　ELEMENTを指定しなかった場合の項目とその出力順序

を変更した．

　DISPMIN，DISPALLは，　OUTPUTコマンドを含む共通外部カタログ（後述）であり，次に小

す項目が出力されるようにELEMENTオ〔ランドを指定している．

　　　DISPMIN・…・・著者名（A），標題（T1），記載雑誌名（J）元ボリューム番号（VN）元出版

　　　　　　　　　　　社（P）『出版社所在地（肌）元発行年月日（PD），参照ページ（PN）『ペー

　　　　　　　　　　　ジ数（NP）＊

　　　DISPALむ・一…全ての項目

　DISPMIN，DISPALLはいずれも実パラメータOPを持ち，　OUTPUTコマンドと同様のオペラ

ンドを指定できるようになっている．

　このほか，発行年月日については，比較演算子が使えるようになった．

　なお，発行年月日での検索のように検索集合が大きい場合は，検索サプシステム起動コマンドRS

＊J，VNとP，PLとは排他的である．文献が論文のときはJ，VN，PNが出る．成書のときはP，

　PL，PN，NPが出る．
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のWORKオペランドで作業用ファイルを大きく指定する必要がある．

　ここでは，まず，検索サブシステム起動コマンド（RS），検索結果の出力コマンド（OUTPUT，

DISPMIN，DISPALL）の説明を行い，その使用例を示す．コマンドの記述は次の約束に従う．

i）［　コで囲まれた部分は省略可能なことを示す．下線が引いてあるものは，省略時に採用さ

　れる値である．

ii）｛　｝で囲まれた部分は．いずれか1つを選択すべきことを示す．

iii）（　）はその中のパラメータ群を括弧で囲って指定することを示す．

iv）…は必要ならば直前のパラメータを並べて記入してもよいことを示す．

a1　検索サブシステム起動コマンド

1）入力形式

コマンド オ　　　　ペ　　　　ラ　　　　ン　　　　ド

RS LWORK（作業用ファイルの大きさ）］

［SETS（保存集合最大個数）コ

LsPAN（BRowsEコマンドのsPANオペランドの省略値）］

2）機能

　　検索サプシステムを起動する．

3）オペランド

　a．WORK（作業用ファイルの大きさ）

　　　検索集合や会話経過の履歴を一時的に保存するための作業用ファイルの大きさを指定する．

　　　単位はブロック（2キロバイト／ブロック）で省略値は100である．

　b．SETS（保存集合最大個数）

　　　同時に存在し得る保存集合の最大個数を指定する．省略値は32である．

　c．SPAN（BROWSEコマンドのSPANオペランドの省略値）

　　　BROWS　EコマンドのSPANオペランドの標準値を指定する．省略値は5である．
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32　検索結果出力コマンド（OUTPUT）

1）入力形式

コマンド オ　　　　ペ　　　　ラ　　　　ン　　　　ド

OUTPUT SET（＊）

SET（集合名）

ALL
ELEMENT（＊）

ELEMENT（ ｛項三名｝［項；名｝コ’”）

［SYSOUT（S）〕

2）機能

　　OUTPUTコマンドは，検索結果の現集合，またはSAVEコマンドによって保存されている保

存集合を対象にレコードの内容を出力する．オペランドでは次の3つを指定することができる．

　　・出力の対象とする集合

　　・出力の対象とする項目

　　・出力先

3）オペランド

　　オペランドは文献El］を参照されたい．

4）注意事項

　　オペランドでELEMEMTを省略した場合，標準出力項目の11項目が出力される．標準出力

項目については，付録2を参照のこと．

5）使用例

　・現集合の標準出力項目をラインプリンタに出力する．

　　RS＞OUTPUT　SYSOUT（S）

a3　出力項目指定の検索結果出力コマンド（DISPMIN，DISPALL）

1）入力形式

コマンド オ　　　　ペ　　　　ラ　　　　ド

DISPMIN
DISPAI」L

［OP（オペランド1）コ

2）機能

　DISPMIN・……・・出力対象を著者名（A），標題（TI），記載雑誌名（J），ボリューム番号

　　　　　　　　　　（VN），出版社（P），出版社所在地（PL），発行年月日（PD），参照ペー

　　　　　　　　　　ジ（PN），ページ数（NP）に限って検索結果を出力する．
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DISPALL…・・・…すべての項目を出力の対象にして検索結果を出力する．

3）オペランド

a．OP（オペランド1）

OPは固定文字，オペランド1にはOUTPUTコマンドのオペランドのうちELEMEMTを除

いて任意に指定できる．

4）使用例

・現集合のすべての項目をラインプリンタに出力する．

RS＞DISPALL　OP（SYSOUT（S））

3．4　使用例

検索結果の出力のためのコマンド　OUTPUT，DISPMIN，DISPALLの出力例を示す．また，

筆頭著者名，発行年についてソーティングして出力した例も示す．

　　READY

①幽　　＋FCAOOOI　F　A　I　R　S　　（VO2／LO3）　S「PARTED
③　　FAIRS＞　RS　WOR

　　RS＞－　　RS＞　SEA　KEY　HAS　DATAFLα冶7
＋FRSIOOI　12　DOCUr：ENT（S）　FOUND
⑤RS＞AND　YEAR　GE　l978
　　＋FRSIOOI　5　DOCUト1Et1T（S）　FOUND

⑥RS＞OUTPUT

★★　　INSPEC－C　　★★

特1

　Author（s）：　　　　ARVIND
　　　　　　　　　　　　　GOSTELOW，　K．P．

　Author　affiliation：
　　　　　　　　　　　　　DEPT．　OF　IKFORHATION　AND　COHPUTER　SCI．，　UNIV．　OF　CALIFORNIA，
　　　　　　　　　　　　　　工RVINE，　CA，　USA

Title3　　　 SOHE　RELATIOtlSH工PS　BE「PWEEN　ASYNCHRONOUS　INTERPRETERS　OF　A
　　　　　　　　　　　　　DATAFLOW　LANGUAGE

　Title　of　publication3
　　　　　　　　　　　　　　PROCEED工NGS　OF　THE　IFIP　WORK工t］G　CONFERENCE　ON　FORt’1AL
　　　　　　　　　　　　　　DESCRIPrrlONS　OF　PROGRAHHI民G　CONCEPTS
　Publisher2　　　　NORTH－IIOL1、AND
　PIace　of　publicaton2
　　　　　　　　　　　　　　AIISTERDA‘1

　Date　of　publication：
　　　　　　　　　　　　　　1978

　Page　numbers3　95－119
　No　of　pages：　　XVIII＋648
　Absヒract：　　　　THE　THEORY　OF　FIXPOINT　SEnANTICS　IS　APPL工ED　TO　DISCOVER
　　　　　　　　　　　　　　RELATIONSH工PS　BETUEEN　D工PFERENT　工NTERPRE「rERS　OF　A　DATAFLOW
　　　　　　　　　　　　　　PROGRAHI・iING　LANGUAGE．　AVERY　CONCISE　MODEL　OF　THE　RELATIVE
　　　　　　　　　　　　　　ASYNCHRONY　OF　IPWO　INTERPRETERS　IS　GIVEN　AND　工T　IS　SHOWN　THAT　ONE
　　　　　　　　　　　　　　工NTERPRETER　（DESCRIBED　工N　THE　PAPER）　工S　THE　HOST　ASYNCHRONOUS
　　　　　　　　　　　　　　IN「rERPRETER　POSS工BLE　FOR　THE　G工VEN　1、ANGUAGE．　　THIS　SAME
　　　　　　　　　　　　　　INTERPRETER　HAY　ALSO　PRODUCE　HORE　RESUI、TS　THAN　OIrHER　LESS
　　　　　　　　　　　　　　ASYNCHRONOUS　INTERPRETERS　WHEN　EXECUT工NG　THE　SAHE　PROGRAM．
　　　　　　　　　　　　　　CONDITIONS　ARE　ALSO　GIVEN，　WHICH　IF　FOLLOWED　BY　AN　ACTUAL
　　　　　　　　　　　　　　HACHINE　ARCHITECTURE，　WILL　GUARANTEE　THAT　THE　MACHINE　WILL
　　　　　　　　　　　　　　ALI’7AYS　COt4PUTE　THE　LEAST　FIXPOlNT　OF　THE　PROGRAH　REGARDI、ESS　OF
　　　　　　　　　　　　　　THE　ORDER　工N　WHICII　COMPUTATION　STEPS　ARE　CARRI　ED　OUT　OR　THE
　　　　　　　　　　　　　　AVA工LAB工LITY　OF　PROCESSING　RESOURCES
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書2

　Auヒhor（s）：　　　CARHODY，　F．

　Ti七1e3　　　　　　　BACKGROUND　TO　DATA　PROTECワION　IN　EUROPE
　Title　of　publication3
　　　　　　　　　　　　　　工NF．　PRIVACY　（GB）

Vo1／issue　nols：
　　　　　　　　　　　　　　VOL◆1r　NO．1

　Date　of　publication3
　　　　　　　　　　　　　　SEPT・　1978

　Page　numbers3　24－9
Abstract　3　　　　HANY　EUROPEAN　INTERNAT工ONAI、　AND　NATIONAL　BOD工ES　ARE　TAKING
　　　　　　　　　　　　　　ACT工ON　TO　「PRY　TO　SOLVE　THE　PROB1、EMS　ARI　SING　FRON　THE　N8ED　FOR
　　　　　　　　　　　　　　THE　PROTECT工ON　OF　DATA．　THE　ACT工VITIES　OF　SOME　OF　THESE
　　　　　　　　　　　　　　BOD工ES－THE　EEC，　THE　COUNCIL　OF　EUROPE　AND　EUROPEAN　NAT工ONAL
　　　　　　　　　　　　　　GOVERM4ENTS－ARE　OUTLINED．　IPHE　RELEVANT　LEG工SLATION　工N　FORCE　AND
　　　　　　　　　　　　　　工N　DRAFT　IS　ASSESSED　AND　ITS　CONSEQUENCES　FOR　REGUI、AT工NG
　　　　　　　　　　　　　　TRANSNATIONAL　DATAFLO阿　EXAMINED

＃3

使用例の説明

①FAIRSを起動する．

②RSを起動する．そのとき，作業用ファイルの大きさとして500ブロックを指定する．

③検索対象データベースとしてINSPECCを選択する．

④キーワードとしてDATAFL㎝を持つレコードを検索する．12件見つかった。

⑤④で得られた12件のうち，発行年が1978以降のものを検索する．5件見つかった．

⑥OUTPUTコマンドにより，検索結果を表示する．

8　　RS＞SORT　I〈EY　A　Y
　　RS＞　D工SPM工N

★★　　INSPEC－C　　★★

＃1

Author（s）3　　　ARV工ND
　　　　　　　　　　　　　　GOSTELα’7，　K．P．

Tiヒle：　　　　　　　SOHE　REI、ATIONSH工PS　BETWEEN　ASYNCIIRONOUS　INTERPRETERS　OF　A
　　　　　　　　　　　　　　DATAF1」OW　LANGUAGE

　Title　of　publication：
　　　　　　　　　　　　　　PROCEEDINGS　OF　THE　IF工P　WORKING　CONFERENCE　ON　FORMAL
　　　　　　　　　　　　　　DESCRIPTIONS　OF　PROGRAtlri工NG　CONCEPTS
　Publisher：　　　　NORTH－HOL1」AHD
　Place　of　publicaton3
　　　　　　　　　　　　　　AHSTERDA14

Da七e　of　publication；
　　　　　　　　　　　　　　1978

Page　numbers3　95－119
No　of　pages　3　　XV工II＋648

＃2

Author（s）：　　　CARMODY，　F．
Title3　　　　　　　BACKGROUND　TO　DATA　PROTECTION　工N　EUROPE
　Title　of　publication；
　　　　　　　　　　　　　　INF．　PRIVACY　（GB）

Vo1／issue　nols；
　　　　　　　　　　　　　　VOI」．1，　NO．1

Da七e　of　publicaヒion3
　　　　　　　　　　　　　　SEPT●　1978

　Page　numbers：　24－9
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　蕃3
　　Author（S）‡　　　　CUND工FF，　W．E．

　　Titlec　　　　　　　ISSUES　IN　CANAD工AN／US　TRANSBORDER　COHPUTER　DAIrAFLOW
　　Title　of　publication3
　　　　　　　　　　　　　　　　1NF．　PRIVACY　（GB）

　　Vo1／issue　nolSt
　　　　　　　　　　　　　　　　VOL．1，　NO．2

　　Date　of　publication‡
　　　　　　　　　　　　　　　　NOV．　1978

　　Page　numbers3　53－61

　＃4

　　Author（s）3　　　SERWATYHSKI，　W．
　　Title：　　　　　　　TRANSBORDER　DATAFI、OW－LIFEBLOOD　OF　MULT工NA「r工Ot‖ALS
　　Title　of　publicationξ
　　　　　　　　　　　　　　　　工NF．　PR工VACY　（GB）

　　VO1／issue　nolS3
　　　　　　　　　　　　　　　VOL．1，　NO．2

　　Date　of　publication：
　　　　　　　　　　　　　　　　NOV．　1978

　　Page　numbers言　81－6

　＃5

　　Author（s）；　　　　SERWATYNSKI，　W．

　　Title3　　　　　　　TRANSBORDER　DA℃AFLOU　t　A　GLOBAL　V工EW
　　Title　of　publication：
　　　　　　　　　　　　　　　　INF．　PRIVACY　（GB）

　　VO1／issue　no．S‡
　　　　　　　　　　　　　　　VOI、．1，　NO．3

　　Daヒe　of　publication：
　　　　　　　　　　　　　　　JAN●　1979

　　Paqe　numbers：　133－6

使用例の説明

　⑦前の例で検索されたレコードを，項目名A（著者名），Y（発行年）について昇順にソーティ

　　　　ングする．なお，ソーティングのキーはA（著者名）が優先する．

　⑧DISPMI，Nコマンドにより，検索結果を出力する．

⑨RS＞　DISPALL

　　★★　　INSPEC－C　　★★

　　組

　　　Accession　no：　1247836
　　　Author（s）3　　　ARV工ND
　　　　　　　　　　　　　　　　GOSTELOW，　K．P．

　　　Editor（s）3　　　NEUHOLD，　E．J．

　　　Author　affiliation3
　　　　　　　　　　　　　　　　DEPT．　OF　I口FORnATION　AND　CO｝1PUTER　SC工．，　UNIV．　OF　CALIFORNIA，
　　　　　　　　　　　　　　　　工RVINE，　CA，　USA

　　　Title：　　　　　　　SOHE　RELATIONSHIPS　BETWEEN　ASYNCHROr］OUS　INTERPRETERS　OF　A
　　　　　　　　　　　　　　　　DATAFLOW　正、ANGUAGE

　　　Title　of　publication3
　　　　　　　　　　　　　　　　PROCEED工NGS　OF　THE　IFlP　WORKING　CONFERENCE　ON　FORHAL
　　　　　　　　　　　　　　　　DESCRIPTIONS　OF　PROGRAM♪1工NG　CONCEPTS
　　　SBN　or　工SBN3　　0　444　85107　0
　　　Publisher3　　　　NOR「11H－HOI、LAND

　　　LOCatiOn　Of　confeピence；
　　　　　　　　　　　　　　　　ST．　ANDREWS，　NB，　C∧NADA

　　　Place　of　publicaton3
　　　　　　　　　　　　　　　　AHSTERDAM

　　　Date　Of　COnferenCe3
　　　　　　　　　　　　　　　　1－5　AUG．　1977

　　　Date　of　publication；
　　　　　　　　　　　　　　　　1978

　　　Page　numbers3　95－119
　　　No　of　pages：　　XVI工1＋648
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Abst：racヒ3　　　　THE　THEORY　OF　FIXPO工NT　SEMANIrICS　工S　APPLIED　TO　D工SCOVER
　　　　　　　　　　　RELATIONSHIPS　BETWEEN　D工FFERENT　工NTERPRETERS　OF　A　DATAFL（M
　　　　　　　　　　　PROGRAMH工NG　LANGUAGE．　AVERY　COHCISE　HODEL　OF　THE　RELATIVE
　　　　　　　　　　　ASYNCHRONY　OF　WO工NTERPRETERS　IS　G工VEN　AND　IT工S　SH㎝N　THAT　ONE
　　　　　　　　　　　工NTERPRETER　（DESCRIBED　工N　THE　PAPER）　工S　THE　HOST　ASYNCHRONOUS
　　　　　　　　　　　lNTERPRETER　POsSIBLE　FOR　THE　G工VEN　LANGUAGE●　　THIS　SAME
　　　　　　　　　　　工NTERPRETER　MAY　A1」SO　PRODUCE　HORE　RESULTS　THAN　OTHER　LESS
　　　　　　　　　　　ASYNCHRONOUS　工NTERPRETERS　WHEN　EXECUT工NG　THE　SAME　PROGRAH．
　　　　　　　　　　　COND工TIONS　ARE　ALSO　GIVEN，　WHICH　IF　FOLLOWED　BY　AN　AC「rUAL
　　　　　　　　　　　l4ACH工NE　ARCHITECTURE，　W工1、L　GUARANTEE　THAT　THE　HACHINE　W工LL
　　　　　　　　　　　ALWAYS　COHPUTE　THE　LEAST　FIXPO工NT　OF　THE　PROGRAM　REGARDLESS　OF
　　　　　　　　　　　THE　ORDER　工N　WH工CH　CONPUTATION　STEPS　ARE　CARR工ED　OUT　OR　THE
　　　　　　　　　　　AVA工LABlLITY　OF　PROCESSING　RESOURCES
Free－indexing　七erm（s）8
　　　　　　　　　　　RELATIONSH工PS
　　　　　　　　　　　ASYNCHRONOUS　n｛T8RPRETERS
　　　　　　　　　　　DATAFLOW　LANGUAGE
　　　　　　　　　　　FIXPOINT　SEMANTICS
　　　　　　　　　　　HACH工NE　ARCHITECTURE
YEAR　　　　　　　　　　1978

＃2

Accession　no3　1304444
Au七hor（s》3　　　CARMODY，　F．
Tiヒ1e3　　　　　　　BACKGROUND　TO　DATA　PROTECTlON　IN　EUROPE
Title　of　publication‡
　　　　　　　　　　　　INF．　PRIVACY　（GB）

VO1／issue　nols3
　　　　　　　　　　　VOL．1，　NO．1

Daセe　of　publication3
　　　　　　　　　　　　SEPT．　1978

　Page　numbers3　24－9
Abstract8　　　　MANY　EUROPEAN　工NTERNATIONAL　AND　NAT10NAL　BODIES　ARE　TAKING

使用例の説明

⑨　DISPALLコマンドを用いて検索結果を出力する．

4　力タログの使用法

　カタログとは．検索のための一連のコマンド列をあらかじめデータセットに登録しておき，それを

あたかも一個のコマンドのように使うことができるようにする機能である．

FAIRSのカタログはコマンド列を格納するデータセットの種類によって，内部カタログ，外部力

タログ，共通外部カタログの三種類に分類される．内部カタログはFAIRSのカタログ用のコマンド

EDITを用いて作成される作成者個人用のカタログでFAIRSカタログファイルに登録される．セン

ターでは現在，内部カタログの使用を許していない．外部カタログ，共通外部カタログはFAIRSの

コマンドを記述したカードイメージ（固定長80バイト）の保存データセットで，外部カタログは個

人用のデータセットに，共通外部カタログはセンターの特別のデータセットに登録したものである．

外部（共通）カタログはTSSのEDlTコマンドやデータセットユーティリティを用いて作成される．カタログ

には，EXECを除く検索サブシステムの任意のコマンドを記述できる．また，カタログ中には条件判

定を行うIF，ENDIFコマンド，仮パラメータに標準値を設定するDEFAULTコマンドを含めるこ

とができる．なお，コマンド行の継続を行う場合は，72けた目に空白以外の文字を書けばよい．

外部カタログはカタログ呼出し用のINCLUDEコマンドにより，また，共通外部カタログは他の

コマンドと同様に，そのカタログ名を指定することにより利用できる．

以下，カタログ関係のコマンドの説明を行い，その使用例を示す．
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A1　外部力タログ実行コマンド

1）入力形式

コマンド オ　　　　ペ　　　　ラ　　　　ン　　　　ド

INCLUDE 　データセット名［（メンバ名）］

［実パラメータ名（［値コ）…　　コ

2）機能

　　外部カタログ（利用者の作成したデータセット中のカタログ）を実行する．

3）オペランド

　a．データセット名［二（メンバ名）コ

　　　実行させるべきカタログを格納しているデータセットの名前を指定する．データセットが区

　　分編成である場合には，メンバ名の指定が必要である．

　b．［実パラメータ名（［値］）…　　コ

　　　指定のカタログ中の仮パラメータに置きかえて実行するための値を与える．実パラメータ，

　　仮パラメータについては，後述のDEFAULTコマンドを参照されたい．

4）使用例

゜ 順データセツト（F°°14’CAT1’DATA）に登録されたカタ゜グ已蕊Y　HAS％ABC

　　を実パラメータABCをNETWORKとして呼び出す．

　　　RS＞INCLUDE　FOO14．CAT1．DATA　ABC（NETWORK）
5）注意事項

　a．カタログは入れ子構造を持つことができる．

　　　　例）カタログAの中で，カタログBを呼び出す．処理は①．②，③の順に行われる．

　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　　　　　助　　　②

　　　　　囚CLUDE　A　　　INCLUDE　B

b．カタログ中のENDコマンドが実行されると検索サブシステムの処理を終了する．

c．カタログ実行中にアテンションが入力されると，カタログの実行を中止し，検索サブシステ

　ムのコマンドの入力促進が行われる．ここでカタログの実行を再開するときは復改キーを押し，

別のコマンドを実行するときは，そのコマンドを入力する．

生2　条件判定コマンド（IF　ENDIF）

1）入力形式

一
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解　　　　説

コマンド オ　　　　ペ　　　　ラ　　　　ン　　　　ド

IF RESULT　比較演算子　基準レコード件数

ENDIF

2）機能

　カタログの中で，条件により処理の流れを変えるために用いるものでIFとENDIFの両方を対に
して使用する．IFコマンド以前で，最新の検索集書に含まれるレコード件数と基準レコード件数と

を比較演算子によって比較し．条件を満せば，IFコマンドの次のコマンドから処理し，条件を満さ

なければ．当該IFコマンドに対応するENDIFコマンドの次のコマンドから処理する．

3）オペランド

　a．RESULT
　　　検索集合に含まれるレコード件数を示す．

　b．比較演算子

　　　比較演算子には次のものがある．（　）内は省略形である．

　　　　EQ（＝　）　左辺と右辺が等しい．

　　　　NE（「＝）　左辺と右辺が等しくない．

　　　　LT（＜　）　左辺が右辺より小さい．

　　　　LE（〈＝）　左辺が右辺より小さいか等しい．

　　　　GT（〉　）　左辺が右辺より大きい．

　　　　GE（〉＝）　左辺が右辺より大きいか等しい．

　c．基準レコード件数

　　　基準となるレコード件数を9けた以内の数値で指定する．

4）使用例（カタログの内容）

　　　SEARCH　KEY　HAS　COMPUTER

　　　IF　RESULT　GE　20

　　　AND　KEY　HAS　NETWORK

　　　ENDIF

　　　OUTPUT

5）注意事項

　a．IFコマンドとENDIFコマンドの対は何重になっていてもよいが．それらの対応がとれて

　　いなければならない．

　b．IFとENDIFの対応がとれていないときは，カタログの一番最後にENDIFがあるものと

　　みなす．ただし，カタログの途中にENDコマンドがあるときは，その直前にENDIFがある

　　ものとみなす．

＊最新の検索集合のレコード件数が0になる場合がある．この意味で現集合とは異なる．
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A3　仮パラメータ標準値設定コマンド（DE　FAUL　T）

1）入力形式

コマンド オ　　　　ペ　　　　　ラ　　　　　ン　　　　　ド

DEFAULT ［実パラメータ名（［値コ）…　　コ

2）機能

　　カタログでは，コマンドのオペランドに仮パラメータ’を設定し，INCLUDEコマンドなどに

　よるカタログの実行時にこの値を決めることができる．DEFAULTコマンドは，カタログ中の

仮パラメータに対し標準値を設定するものである．

3）オペランド

　a．実パラメータ名

　　　カタログ中に指定した仮パラメータ名（先頭が％で英数字，カナ文字および下線からなるも

　　ので，％を含めて9文字以内の文字列）から％を取ったものである．この実パラメータ名によ

　　ってカタログ中のコマンドの仮パラメータと対応をとり，当該コマンドのオペランドを指定さ

　　れた値で置きかえる．

　b．値

　　　標準的な実パラメータを与える．

4）使用例（カタログの内容）

　・仮パラメータ％ABCに，標準値としてCOMPUTERを設定する．

　　　DEFAUI、T　ABC（COMPUTER）

　　　SEA　KEY　HAS　％ABC

5）注意事項

　a．DEFAULTコマンドはカタログの中でのみ使用できる．

　b．カタログの呼び出しで実パラメータを設定するとDEFAULTコマンドで設定した値よりも

　　優先される．

　c．カタログ実行時に，未設定の仮パラメータに出会った場合，FAIRSから値の問い合わせが

　　くる．

4．4　使　用　例

　外部カタログを呼び出すためのINCLUDEコマンドの使用例を示す．

　READY
①LCAT1．DATA
　KEQ528001　　FOO14．CAT1．D∧TA
　OOO10　DEFAUI」T　SUB　O　AU（lAHOワ　A．V．1）

　00020　SEI」ECT　工NSPECC　亀SUBF
　OOO30　SEARCH　KEY　HAS　ALGOR工THHO
　OOO40　AND　AUTHOR　EQ　宅AU
　OOO50　1F　RESULT　GE　1
　00060　1F　RESULT　I、T　5
　000700UTPUT　EL（A　TI）
　00080　ENDIF
　OOO90　ENDIF
　KEQ528021　　END　OF　DATA
　READY
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璽・堤
RS＞　INCLUDE　FOO14．CAT1．DATA　SUBF　S　INSC77　1NSC78
DEFAULT　SUBF　O　AU（IAHO，　A．V．り
SELECT　INSPECC　S（工IUSC77　1NSC78）
SEARCH　KEY　HAS　ALGORITHMθ
＋FRS100エ　5780　DOCUMENT（S）　FOUND
AND　AUTHOR　EQ　．AHO，　A．V．1
十PRS1001　4　DOCUMENT（S｝　FOUND
工F　RESULT　GE　l
IF　RESULT　LT　5
0UTPU「P　EL（A「P工）

★★　　INSPEC－C　　★★

書l

Author（s）3　　　AHO，　A．V．
　　　　　　　　　　BEERI，　C．
　　　　　　　　　　UL1」MAN．　」．D．

Tiヒ1e3　　　　　　　rPHE　THEORY　OF　JO工NS　lN　RELAT工ONAI、　DATA　BASES

＃2

Author（s）3　　　AHO，　A．V．
　Tiセ1e8　　　　　　　ALGORITHMS　AND　COMPU「rATlONAL　COHPLEX工TY

＃3

Author（s｝c　　　AHOσ　A・V．
　　　　　　　　　　JOHNSON，　S・C●
　　　　　　　　　　ULLHAN，　」．D．

　Tiヒ1e3　　　　　　　CODE　GENERATlON　FOR　EXPRESSIONS　W工TH　COHHON　SUBEXPRESS工ONS

糾
　Author｛s）3　　　AHO，　A．V．
　　　　　　　　　　GAREY，　H．R．
　　　　　　　　　　IIWANG，　F．K．

　Title3　　　　　　　REC？工L工NEAR　S聖E工NER　TREES　3　EFFICIENT　SPEC工AL－CASE　ALGOR工THHS

END工F
E加D工F

RS＞

使用例の説明：

　①外部カタログ（FOO14．　CAT1．DATA）をTSSのHSTコマンドで表示する．

　　　このカタログには，2つの仮パラメータ％SUBF，殊Uがあり，行番号10で標準値を設定し

　　ている．行番号50，60により，検索集合の大きさが，5より小さい時のみ（0は除く）OUTP

　　UTコマンドが実行される．

②FAIRSを起動する．

　③RSを起動する．

④INCLUDEコマンドにより外部カタログを実行する．仮パラメータ％SUBに実際の値S（IN

　　SC77　1NSC78）が与えられて実行される．

5　おわりに

　INSPEC－Cデータベース再構築に当って行ったいくつかの検索上の改善点について述べた．

E1］で約束していたINSPEC－A，　Bの検索サービスは，利用者の保存データセットの利用が増

えディスクが不足したためまだ実現していないが，今年度中には実施する計画である．INSPEC－

A，Bにっいての検索方法は，［1コおよびここで述べたINSPEC－Cのものと同じである．検索

が可能になりしだいセンターニュースでお知らせする．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解　　　　説

参考文献

1．二村，鬼塚，高木，松尾　FAIRSによる文献検索，九大大型計算機センター広報，　Vol．12，

　No・4・1979，PP　319－350・

付録1．検索コマンドー覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）太字は省略形を表す．

分　　　類 コマンド オ　　　ペ　　　ラ　　　ン ド

制御コマンド RS ［WORK（作業用ファイルの大きさ）コ

［SETs（保存集合最大個数）］

［SPAN（BROWSEコマンドのSPANオペランドの省略値）］

END
検索基本 SELECT データベース名

コマンド ［SUBFILE（サブファイル名Eサプファイル名コ…）］

SEARCH 論理式

AND 〃

NOT 〃

OR 〃

OUTPUT SET（＊）

SET（集合名）

ArL　　　　　一

ELEMENT（＊）

E輌NT（ ｛項評｛項目名＊｝コ…）」

［SYSOUT（S）コ

DISPMIN＊ ［OP（OUTPUTコマンドのオペランド）」
一

DISPALL＊ ［OP（OUTPUTコマンドのオペランド）コ

検索補助

　　　コマンド

SHOW DB［（ ｛データ㌻名Pコ

ELEMENTE（項目名）コ

INDEX

TEXT

OUTPUT
TERM　E（語番号）コ

SET［（集合名）コ

BROWS　E 項目名　関係演算子　文字式

［SPAN（件数）コ

SAVE TERM（語番号「語番号コ…）

SET（集合名）［PREVIOUSコ

一
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分　　　類

検索補助

　　　コマンド

カタログ関連

　　　コマンド

会話補助

　　　コマンド

コマンド

CANCEL

SORT

QEND
HISTORY
IF＊

　　　　＊ENDIF
DEFAULT＊

INCLUDE＊

EXPLA　I　N

HELP
アテンション

オ　　　　ペ　　　　　ラ　　　　　ン　　　　　ド

TERM（　語番号［語番号コ…　）

SET（　集合名［集合名］…　）

樗L　｝

［SET（｛集：名｝）］

［1ζEY（項目名E項目名コ…）コ

［コマンド数コ

RESULT比較演算子　基準レコード件数

［実パラメータ名（［値］）…コ

データセット名［（メンバ名）：］

［実パラメータ名（E値コ）…コ

［コマンド名］

＊今回の機能強化により使えるようになったコマンドである．
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付録2　1NSPECデータベース項目一覧

内　　　容 項　目　名 別　名 表　　示　　ヘ　　ッ　　ダ 属 性

文献番号 ACCESSNO ACN Acce88ion　no KEY 右詰

著者名 AUTHOR A Author（8）
　　　注1）

INDEX 左詰 出力
編者名 EDITOR E Editor（s） INDEX 左詰
翻訳者名 TRANSLATOR T Tran81ator（8） INDEX 左詰
著者所属機関 AAFFILIAT AA Author　affiliation ＊＊ 左詰 出力

編者所属機関 EAFFILIAT EA Editor　affiliation ＊＊ 左詰

特許所属機関 ASSIGNEES AS Patent　a8signee（8） 左詰

標題 TITLE TI Title TEXT 左詰 出力
記載雑誌名 JOURNAL J Title　of　publication INDEX 左詰 出力

翻訳誌名 TJOURNAL TJ Title　of　T　publication INDEX 左詰
言語名 LANGUAGE L Language 左詰

会議名 CONFERENCE CONF Conference　t輌tle 左詰

書籍番号 SBN ISBN SBN　Or　ISBN 左詰

レポート番号 REPORTNO RN Report　number 左詰

特許番号 PATENTNO PTN Patent　number 左詰

原特許番号 OPATENTNO OPTN Original　patent　number 左詰

ボリューム番号 VOLUMENO VN Vol／i8sure　no▼8 INDEX 左詰 出力
翻訳誌のボリュー TVOLUMENO TVN TVo1／i88ure　noワ8 INDEX 左詰
ム番号

分冊番号 PARTNO PRN Part　number 左詰

出版社 PUBuSHER P Publi8her 左詰 出力

出版機関 ORGAN　I　Z O IS8uing　orga【1ization 左詰

後援機関 SPONSOR SP ∈ipon80ring　organization 左詰

連絡先 AVAIL AV Availability 緯 左詰

会議開催場所 LOCATION 1」0 Location　of　conference 左詰

出版社所在地 PI、ACE PL Place　of　publication 左詰 出力

特許国名 PCOUNTRY PC Country　of　i88ure 左詰

原特許国名 OPCOUNTRY OPC Original　patent　country 左詰

会議開催年月日 CONFDATE CD Date　of　conference 左詰

発行年月日 PUBDATE PD Date　of　publication 左詰 出力

翻訳誌発行年月日 TPUBDATE TPD Date　of　T　publication 左詰

情報作成年月日 FILEDATE FD Filing　date 左詰

特許許可年月日 PRIORDATE PRD Pri・rity　date 左詰

参照ページ PAGENO PN Page　numbers 左詰 出力

ページ数 NOPAGES NP No　of　pages 左詰 出力

翻訳誌のページ数 TPAGENO TPN TPage　numbers 左詰

媒体コード MEDIUM M Medium 左詰

要約 ABSTRACT AB Abstract TEXT 左詰 出力

キーワード INDEX 1 Free－indexing　term（8） TEXT＊ 左詰

発行年 YEAR Y Year INDEX 右詰

キーワードインバ KEYWORD KEY
注2）

一 テッド項目

注1）属性中，TEXT，INDEXはそれぞれテキスト項目，インデックス項目を示す．
注2）キーワードインバーテッド項目は，テキスト項目全体を指定して検索する場合に使用する項目である．

注3）＊は属性を変更したものである．また，　＊＊はインデックス項目からはずしたものである．

注4）次の項目はINSPECデータベースから削除した．
　　　分野コード，分類，分類コード，整理番号，暗号コード，翻訳暗号コード，クリア番号，契約番号，参考文献数，
　　　発行地．
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